
㊧
事
例
紹
介
㊤

国
立
高
専
の
新
し
い
単
位
の
数
え
方
と
展
望

　
　
　
　
　
四
ツ
柳
　
隆
夫

（
国
立
高
専
機
構
理
事
・
宮
城
工
業
高
等
専
門
学
校
長
）

単
位
基
準
改
正
の
経
緯

　
　
技
術
の
進
歩
は
、
環
境
、
資
源
等
の
基
盤
的
境
界
条
件
の
変
化
と

　
相
ま
っ
て
、
質
的
変
化
を
伴
っ
て
加
速
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
処
す

　
る
技
術
者
教
育
に
お
い
て
も
そ
の
高
度
化
と
国
際
通
用
性
の
確
保

校
は
、
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
山
口
同
専
準
学
士
課
程
の
卒
業
生
は
、
卒

弾
業
・
就
職
後
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
生
涯
教
育
に
向
け
て
の
取

け専
組
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
高
専
創
設
以
来
の
単
位
の
数
え

等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

高
方
が
、
卒
業
生
達
の
進
路
の
障
害
と
な
る
こ
と
カ
あ
っ
た
。

．
　
即
ち
、
高
専
の
基
準
「
三
〇
単
位
時
間
（
一
単
位
時
間
は
五
〇
分
）

集特
の
履
修
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
（
以
下
、
履
修
単
位
と
略
す
）
」

は
、
大
学
が
国
際
的
な
共
通
性
を
持
っ
て
使
用
し
て
い
る
基
準
（
平

成
三
年
改
正
”
四
五
時
間
の
学
修
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
）
と
比

べ
て
、
ま
ず
三
〇
単
位
時
間
と
四
五
時
間
の
違
い
、
履
修
と
学
修
の

違
い
（
前
者
に
は
自
学
自
習
の
規
定
が
な
い
）
な
ど
、
法
令
上
、
明

確
な
違
い
が
あ
っ
た
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
高
専
が
大
学
の
講
義
時
間
の
二
倍
、
三
〇
時

間
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
実
態
に
即
し
て
、
そ
の
読
み
替
え
は
講
義

内
容
の
確
認
に
よ
っ
て
個
別
的
に
了
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
留

学
な
ど
に
際
し
て
は
、
外
国
の
大
学
に
は
履
修
単
位
が
理
解
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
卒
業
生
達
が
、
学
修
に
際
し
て

単
位
の
換
算
問
題
で
苦
労
し
て
き
た
。
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二
　
新
し
い
設
置
基
準
単
位
の
考
え
方

　
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
、
平
成
一
七
年
一
月
、
中
教
審
答
申

を
受
け
て
、
四
五
時
間
の
学
修
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
（
一
時
問

は
六
〇
分
）
基
準
を
、
六
〇
単
位
を
限
度
と
し
て
各
高
専
の
判
断
に

よ
り
高
学
年
に
導
入
で
き
る
よ
う
高
専
の
設
置
基
準
が
改
正
（
二
〇

〇
六
年
度
か
ら
適
用
。
国
立
高
専
機
構
で
は
こ
の
単
位
を
学
修
単
位

と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
）
さ
れ
た
。

　
学
修
単
位
は
、
法
令
上
大
学
の
単
位
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。

敢
え
て
特
殊
な
名
称
を
使
豆
恩
昧
は
、
高
専
と
い
う
学
校
種
の
単
位

系
を
大
学
単
位
と
呼
ぶ
不
整
合
に
配
慮
し
た
こ
と
と
、
現
状
の
大
学

単
位
の
運
用
実
態
と
一
線
を
画
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
こ
と
に
よ

る
。
　
具
体
的
に
は
、
“
通
常
の
講
義
一
五
時
間
と
対
話
型
講
義
一
五
時
間

を
融
合
し
た
合
計
三
〇
時
問
の
講
義
と
、
そ
の
対
話
を
可
能
と
す
る

一
五
時
問
の
自
学
自
習
に
よ
る
準
備
と
復
習
”
に
よ
る
学
修
を
可
能

と
し
、
O
U
T
C
O
M
E
S
の
観
点
か
ら
飛
躍
的
に
高
い
教
育
成
果

を
生
む
方
法
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
四

五
時
間
の
学
修
を
標
準
と
す
る
」
基
準
を
遵
守
す
れ
ば
睡
眠
時
間
が

な
く
な
る
と
伝
説
的
に
言
わ
れ
て
い
る
目
標
を
文
字
通
り
達
成
す

る
。
特
に
、
上
述
の
方
法
は
設
置
基
準
が
提
示
す
る
コ
五
～
三
〇

時
問
の
授
業
」
の
中
か
ら
、
日
本
の
大
学
で
は
実
施
例
が
な
い
三
〇

時
間
の
講
義
で
四
五
時
間
学
修
単
位
を
実
現
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

で
あ
る
。

　
早
期
に
こ
の
方
式
へ
の
切
り
替
え
を
可
能
と
し
た
基
盤
は
、
高
専

の
伝
統
で
あ
る
履
修
単
位
の
講
義
形
態
に
あ
る
。
』
こ
の
三
〇
単
位
時

間
の
講
義
と
一
五
時
間
の
自
学
自
習
と
を
組
み
合
わ
せ
、
実
施
上
の

工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
の
シ
ス
テ
ム
を
比
較
的
容
易
に
実

現
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

三
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
行
上
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

高
専
で
は
多
く
の
実
施
例
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
次
の

A
、
B
、
C
の
内
容
を
持
つ
三
種
類
の
授
業
科
目
を
例
と
し
、
標
準

と
し
て
午
前
中
に
一
二
〇
分
の
二
小
間
、
午
後
に
一
八
O
分
一
小
間

を
配
置
す
る
モ
デ
ル
に
つ
い
て
科
目
配
当
と
単
位
及
び
自
学
自
習
時

問
数
を
検
討
し
て
み
る
。

A
”
講
義
一
五
時
間
＋
対
話
型
講
義
一
五
時
間
＋
自
学
自
習
一
五
時

　
　
間
型
の
一
単
位
科
目
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B
”
講
義
一
五
時
問
＋
自
学
自
習
三
〇
時
間
型
の
一
単
位
科
目

C
“
実
験
・
実
習
三
〇
～
四
五
時
間
型
の
一
単
位
科
目

　
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
簡
潔
な
科
目
構
成
と
配

当
に
よ
っ
て
、
一
週
間
当
た
り
一
六
時
間
、
一
日
平
均
三
時
問
程
度

特集・高等専門学校

　　　　　　　　　　表時間割の例

曜　日 午前 午後 単位／セメスター 自学自習時間

月 A　　A C 3 2

火 A　　B×2 C 4 5

水 A　　A C 3 2

木 A　　B×2 C 4 5

金
（単位互換、校外実習な

どの学修活動）
2単位相当と試算 2

合計 16単位 16時問／週

の
自
学
自
習
で
基
準
を
充
足
で
き
る
。
四
五
時
間
を
二
二
・
五
時
間

ず
つ
の
講
義
と
自
学
自
習
で
分
担
し
て
一
単
位
と
す
る
方
法
（
講
義

は
九
〇
分
単
位
）
も
許
容
さ
れ
る
。

　
こ
の
表
の
モ
デ
ル
で
は
、
セ
メ
ス
タ
ー
当
た
り
一
六
単
位
、
一
年

で
三
二
単
位
、
四
年
間
で
一
二
八
単
位
を
確
保
で
き
る
。

四
　
国
際
的
に
通
用
す
る
技
術
者
教
育
に
向
け
て

　
平
成
一
八
年
六
月
現
在
、
国
立
高
専
五
五
校
の
内
四
〇
校
は
、
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ア
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
国
際
的
に
相
互
承
認
さ
れ
た
学
士

水
準
の
技
術
者
養
成
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
技
術
者
認
定
機
構

（
J
A
B
E
E
）
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
高
専
は
、
中
学
卒
業
時
の
上
位
者
（
半
数
が
評
定
平
均
値
四
・
三

以
上
）
を
集
め
、
頭
脳
の
柔
ら
か
い
一
五
歳
の
時
期
か
ら
、
物
理

学
・
数
学
を
中
核
と
す
る
早
期
創
造
性
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

準
学
士
課
程
高
学
年
で
、
国
際
標
準
の
四
五
時
間
学
修
単
位
に
よ
る

工
学
基
礎
教
育
を
行
う
と
共
に
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
徹
底
し
て
複

合
融
合
型
技
術
で
使
い
こ
な
す
教
育
を
行
う
国
立
高
専
の
専
攻
科

は
、
欧
米
の
工
学
士
と
対
等
の
力
量
を
持
つ
実
践
的
な
技
術
者
を
育

成
す
る
で
あ
ろ
う
。
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